
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
八
巻
第
二
号

平
成
十
二
年
三
月

二
九
七

『
円
城
寺
八
巻
次
第
』

の
引
用
文
献
に

つ
い
て

大

沢

聖

寛

一

問
題

の
所
在

『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
通
巻
九
四
号
に
、
「秘
蔵
記

の
成
立
年
代
再

考
」
を
発
表
し
、
そ
こ
で

『秘
蔵
記
』
の

「五
種
念
諦
」

「解
界
投
花
」

が

『円
城
寺
八
巻
次
第
『
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
「真
済
」
の

『高

雄
口
決
』
に
説
か
れ
て
い
る

「四
種
念
諦
」
「奉
請
奉
還
解
結
等
義
」
の

間

に
相
違
が
あ
る
と
し
て
、
『円
城
寺
八
巻
次
第
』
広
沢
流
の
流
祖
で

あ
る

「益
信
」

(八
二
七
ー
九
〇
六
)

の
著
作
と
す
る
こ
と
に

一
考
を
要

す
る
と
し
た
。

こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
は

『円
成
寺
八
巻
次
第
』
(以
下
八
巻
次
第
と
す
る
)

の
引
用
文
献
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て

「益
信
」
の
著
作
で

あ
る
か
を
考
え
て
み
た
い
。

『八
巻

次
第
』
に
つ
い
て
は
、
『仏
書
解
説
大
辞
典
』
に

金
剛
界
八
巻
次
第

①
金
剛
頂
蓮
華
部
心
念
諦
次
第
法
、
円
成
寺
八
巻
次
第

②
八
巻

③
存

④
益
信
(天
長
四
ー
延
喜
六
。。N刈,¢O①)
撰

⑨
写
本
(石

　
ユ

　

山
寺
)

と
説

か

れ

、

『
秘

密

事

相

の
研

究

』

に

は

八

金
剛
頂
経
蓮
華
部

心
念
諦
次
第
尊
法

八
巻

益
信

(・。
い。
刈
,㊤
O
①
)
こ
れ
を

世

に

『
円

城
寺

八
巻
次
第

』
と
云
ふ
。

こ
れ
同
師

の
四
巻
次
第

に
対
し

て
云

ふ
の
で
あ
る
。

こ
の
書

は
益
信

が
寛
平

法
皇
に
金

剛
界
法
を
伝
授

し
奉

り
た

　
　

　

る
時
、
『
蓮
華
部
心
儀

軌
』
に
基

き
、
編
著

せ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

と

説

か

れ

、

『
密

教

大

辞

典

』

に

は

『
金

剛

界
念

諦

次

第

』

の

(五
)

に

金
剛
頂
経
蓮
華

部
心
念
諦

次
第
尊

法
、
八
巻
、
円
城
寺
益
信
撰

。
世

に
円
城

寺
八
巻
次
第

と

い
ふ
。

同
師

の
四
巻
次
第

に
簡
別

す

る
な
り
。
益

信

が
寛
平

法
皇
に
金
剛
界
法

を
伝

授
し
奉
る
時
、
蓮
華
部

心
儀
軌

を
基

と
し

て
撰
せ
り
。

写
本
現
濾
・

と

説

か

れ

、

同

辞

典

の

「益
信

」

の
項

に
、

広
沢
流

の
元
祖
、
京
都
円
城
寺
開
山
、
東
寺
第
七
代
長
者

。
(中
略

)
著
作

に

　
　
　

金
剛
頂
蓮
華
部
心
念
諦
次
第
法
八
巻
云云

と
説
か
れ
、
上
円
霊
城
大
僧
正
は

『寛
平
法
皇
御
作
次
第
集
成
』
の
新

刊
紹
介
で
、

『金
剛
頂
経
蓮
華
部
心
念
調
次
第
』
二
巻

(法
皇
二
巻
次
第
)
は
益
信
の

『金

剛
頂
経
蓮
華
部
心
念
諦
次
第
法
』
(八
巻
次
第
と
い
う
)
に
準
拠
し
て
制
作
さ
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二
九
八

れ

て
い
る
。
益
信

の
八
巻
次
第

は

『蓮
華

部
心
軌
』
を
本
拠

と
し

て
は

い
る

が
、
『無

量
寿
軌

』
『軍
茶

利
軌

』
『千
手
軌
』
等
、
数
種

の
儀
軌

の
説
並
び
に

師
説
を
加

え
て
構
成

さ
れ
、

さ
ら
に

『
略
出
経
』

『金
剛
頂
経
義

訣
』
『
金
剛

王
軌
』
『
観
智
軌
』
等
、
馬多
数

の
経
軌

の
本
文
を
引
用

し
て
注
釈

し
て
い
る
。

　
　
　

従

っ
て
極

め
て
煩
項
な
作
法
次
第

と
な

っ
て
い
る
。

と

説

か

れ

て

い

る
。

こ
れ

ら

の
解

説

は

す

べ

て
、

『
八

巻

次

第

』

で
あ

る

『
金

剛

頂

経

蓮

華
部

心

念

諦

次

第

法

』

(
以
下

『次
第

法
』
と
す
る
)
を

「益

信

」

の
著

作

と

し

て

い
る

。

そ

の
根

拠

は
、

『
密

教

大

辞

典

』

の

「益

信

」

の
項

目

の
末

括

孤

内

の
参

考

書

の
資

料

で
あ

り
、

そ

の
参

考

書

は

、

東

寺
長
者
補
任

・
本
朝
高
僧
伝

八

・
元
亨

釈
書

四

・
仁
和
寺
諸
院

家
記

・
伝

ひ
　

灯
広
録
上

・
諸
宗
章
疏
録
下

と

記

さ

れ

て

い

る
が

、

ζ

れ
ら

の
中

『
仁

和

寺

諸

院

家

記

』

が
確

か

な

資

料

で
あ

り

、
、
こ

の
資

料

の

「円

城

寺

」

に

「大

僧

正

益

信

」

の
記

が

あ

り

、

備

後
国
人
。
品
治
氏
。
右

清
水
根
本
行
教
和
尚
舎

弟
。
初
従
二
明
詮
僧
都

一学
二

法
相
宗

一。
後
受
二
真
言
於
宗
叡
僧
正

一。

又
随

二
源
仁
僧
都

一潟
瓶
。

一
長
者
。
円
城
寺
別
当
。
東
大
寺
別

当
。
八
幡
最
初
撫
校

。
仁
和
三
年
正
月

　
　

　

モ

　

ロ

廿

九
日
為

二伝
法
阿
閣
梨

一。
墾

月
日
補

二
円
城
寺
別

當

一。
同
四
年
三
月
三
十

日
任
二権

律
師

三。
補

三
一長
者

一。
寛
平

二
年
十
月

二
日
転

二正
律
師

一。
宜
命
。
同

十

二
月
廿

二
日
転

正
。
同

三
年
九

月
以
後
寺
務
同

〔四
年

〕
十

二
月
廿
九
日

任

二
権
少
僧

都

一。
同
六
年
十

二
月
廿
九

日
補

二
東
大
寺
別

當

一。
兼

二
法
務

一。

同
七
年
十
月
廿
六
日
任
二
権
大
僧
都

一。
同
八
年
兼
二
任
八
幡

捻
校
云
云
。
敢
初
也
。

昌
泰

元
年
於
二
仁
和
寺

一被
レ
始
]
行
布
薩

一。
益
信
為

二戒
師

一。
観
賢
為

二
維
那

一。

同
三
年
三
月
二
日
任
二
僧
正

一。
延
喜
元
年
十

二
月
十
三
日
辛
卯
於
二
東
寺
潅
頂

院

一奉
レ
授
二
潅
頂
於
寛
平
法
皇

一。
色
衆
八
十
人
。
同
六
年

三
月
七
日

入
滅
。
八

十
。
北
院

御
記
云
。
円
城
寺

僧
正

。
弥
勒
化
身
。
為

二寛
平
聖
主
御
師

範

一。

一

　
　

　

天
無
双
大
阿
闇
梨
耶
也
。

と
示
し
て
あ
る
も
、
著
作
に
つ
い
て
は

三
切
示
し
て
い
な
い
。

二

引
用
文
献

に

つ
い
て

そ
こ
で

『八
巻
次
第
』
と
い
わ
れ
る

『次
第
法
』
に
あ
る

「大
日
経

云
」
、
「大
教
王
経
云
」
、
「大
儀
軌
云
」、
「義
訣
云
」
等

の
出
典
調
査
を

し
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
引
用
文
献
が
判
明
し
た
。

大
正
蔵
第
三
巻

恥
囎
大
乗
本
生
心
地
観
経

大
正
蔵
第

一
八
巻

恥
細
掻
大
毘
盧
遮
那
成
佛
神
攣
加
持
経
入
蓮
華
胎
藏
海
會
悲
生
曼
茶
羅
廣

大
念
諦
儀
軌
供
養
方
便
會

酌
細
大
毘
盧
遮
那
経
廣
大
儀
軌

酌
蹴
大
毘
盧
舎
那
成
佛
神
攣
加
持
経
蓮
華
胎
藏
悲
生
曼
茶
羅
廣
大
成
就
儀
軌

恥
脇
大
毘
盧
遮
那
成
佛
神
攣
加
持
経
蓮
華
胎
藏
菩
提
橦
標
幟
普
通
真
言
藏

廣
大
成
就
喩
伽

恥
脳
金
剛
頂
一
切
如
来
眞
實
撮
大
乗
現
護
大
教
王
経

酌
蹴
金
剛
頂
喩
伽
中
略
出
念
諦
経

酌
脚
金
剛
峯
楼
閣

一
切
喩
伽
喩
砥
経

酌
脚
略
述
金
剛
頂
喩
伽
分
別
聖
位
修
護
法
門
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二
九
九

恥
劉
金
剛
頂
喩
伽
略
述
三
十
七
尊
心
要

恥
脚
金
剛
頂
蓮
華
部
心
念
諦
儀
軌

恥
胴
金
剛
頂
経
喩
伽
修
習
毘
盧
遮
那
三
摩
地
法

南
脳
念
諦
結
護
法
普
通
諸
部

大
正
藏
第
一
九
巻

恥
㎜
無
量
壽
如
來
観
行
供
養
儀
軌

恥
脳
、
一
字
頂
輪
王
念
諦
儀
軌

恥
呪
佛
頂
尊
勝
陀
羅
尼
念
諦
儀
軌

酌
鵬
尊
勝
佛
頂
脩
喩
伽
法
軌
儀

恥
餅
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経

恥
㎜
成
就
妙
法
蓮
華
経
王
喩
伽
観
智
儀
軌

大
正
藏
第
二
十
巻

南
聯
金
剛
頂
喩
伽
千
手
千
眼
観
自
在
菩
薩
修
行
儀
軌
経

酌
㎜
十

一
面
観
自
在
菩
薩
心
密
言
念
諦
儀
軌
経

酌
㎜
七
倶
砥
佛
母
准
提
大
明
陀
羅
尼
経

南
㎜
観
自
在
如
意
輪
菩
薩
喩
伽
法
要

漁
㎜
金
剛
頂
喩
伽
他
化
自
在
天
理
趣
會
普
賢
修
行
念
講
儀
軌

恥
脱
金
剛
王
菩
薩
秘
密
念
諦
儀
軌

恥
脇
大
虚
空
蔵
菩
薩
念
諦
法

酌
㎜
金
剛
頂
経
曼
殊
室
利
菩
薩
五
字
心
陀
羅
尼
品

南
隔
金
剛
頂
経
喩
伽
文
殊
師
利
菩
薩
供
養
儀
軌

大
正
藏
…第
二
十

一

酌
㎜
金
剛
手
光
明
灌
頂
経
最
勝
立
印
聖
無
動
尊
大
威
怒
王
念
諦
儀
軌
法
品

酌
㎜
甘
露
軍
奈
利
菩
薩
供
養
念
諦
成
就
儀
軌

酌
㎜
大
輪
金
剛
修
行
悉
地
成
就
及
供
養
法

酌
脳
供
養
護
世
八
天
法

酌
㈱
十
天
儀
軌

大
正
藏
…第
三
十
二
巻

酌
脳
金
剛
頂
喩
伽
中
獲
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
論

大
正
藏
第
三
十
九
巻

酌
㈱
大
毘
盧
遮
那
成
佛
経
疏

酌
㎜
金
剛
頂
経
大
喩
伽
秘
密
心
地
法
門
義
訣

弘
法
大
師
全
集
第
二
輯

秘
蔵
記

ま
た
出
典
不
明
の
引
用
文
献
を
示
す
と
次

の
よ
う
な
経
軌
が
あ
る
。

　
　
　

　
　

　

　
り

　

　
む
　

　
ね
　

　あ

　

秘
密
義

、
月
輪
経
、
金
剛
寳
楼

閣
経
、
胎
蔵
軌
、
蔵
軌
、
封
受
、
青

龍
寺
両

　ぬ
　

　お
　

　ハ
　

　レ
　

　　
　

巻
本
、
山
家
所
傅
本
、
一
字
儀
軌
、
金
輪
王
佛
頂
略
念
諦
法
、
大
乗
方
等
、

で
あ
る
。
以
上

の
結
果

『次
第
法
』
は

「出
大
軌
」

つ
ま
り

『金
剛
頂

　
ド
　

蓮
華
部
心
念
諦
儀
軌
』
を
本
拠
と
し
て
多
く

の

「儀
軌
類
」
を
引
用
し

て
い
る
が
、
そ
の
引
用
例
を
示
す
と

「次
結

金
剛
眼
印
」
で
は
、

「出

大
軌
」
と
し
て

魔
曉
を
両
目
に
於
て
、
日
月
と
な
す
と
観
ず
べ
し

二
手
金
剛
拳
に
し
て

各
各
腰
の
側
に
安
す

遍
空
の
中
の
佛
を
覗
る
に

諸
佛
皆
な
随
喜
し
て

所
有
の
香
花
等

及
び
供
養
の
具
と
与
う

此
の
目
謄
観
す
る
に
因
て

垢

を
去
っ
て
清
浄
と
成
る

辟
除
結
界
と
成
る

真
言
に
日
く

　　
ゑ
の
　
　

あ
り
　

　　
　

喧
囎
日
嘱
に涅
哩
箋
必致
僅歴
呪

　
ハ
　

と

『金
剛
頂
蓮
華
部
心
念
諦
儀
軌
』
の
文
を
引
用
し
、
次
に

『略
出
経
』

　カ
　

に
云
く
と
し
て
、
『金
剛
頂
喩
伽
中
略
出
念
諦

経
』
の
文
を
引
用
し
、
次
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三
〇
〇

に

『義

訣
』

に

云
く

と

し

て
、

又
眼
を
以

て
麿

吃

の
字

を
置

き
智

慧
を
明
獲
せ
し

む
。
智
慧
明
獲
す

る
が
故

に
諸

佛

は
讃

せ
ら
れ
、
故

に
常

に
随
順
等

を
得
と
、
中

に
於

て
其

の
加
持
真

言
を
解
す

べ
し
。
秘
密

義
と

は
所

謂
佛
徳

金
剛
三
昧

の
智
慧
眼
な
り
。
此

の

三
昧

道
智
慧
門

を
以

て
能
く
智
慧

を
し
て
内
外
和
合

せ
し
む
。
誰

か
降
伏

せ

ざ

る
。
誰
か
随

順
せ
ざ
る
が
故

に
悉
帝
耶
等

尚
随
順

を
得
、
悉
帝
耶

と
は
無

　　
　

情
物
等

な
り
。
共

に
此

の
名
を
秘

す
が
故

に
顯
に
説

か
ざ

る
な
り
。

　
ム
　

と

『
金
剛
頂
経
大
喩
伽
秘
密
心
地
法
門
義
訣
』
巻
上
の
文
を
引
用
し
、

そ
の
後

「或
師
云
」
と
し
て
、

諸
佛
を
視
日
っ
て
、
當
に
壇
及
び
供
具
を
巡
謄
す
べ
し
。
此
に
依
っ
て
五
種

の
勝
利
を
得
て
、
謂
所
る
去
垢
一清
浄
二光
澤
三辟
除
四結
飛
五

と
説
い
て
い
る
。

さ
て
こ
の

「或
師
云
」
と
は
誰
れ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
『次
第
法
』

に
は
、

「師
口
云
」
と
か

「或
傳
云
」
と
か

「師
説
云
」
と
か

「師
云
」

と
か

「或
師
説
云
」
と
か

「或
云
」
と
か

「出
師
説
」
と
か

「或
師
傳
」

と
述
べ
て
説
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
東
密
相
伝
各
流
の
図
に
て
示

さ
ぼ
、

と
な
り
、
『仁
和
寺
諸
院
家
記
』
の

「大
僧
正
益
信
」
の
頃
に
は
、

　む

後
に
真
言
を
宗
叡
僧
正
に
受
く
。
又
源
仁
僧
都
に
随
っ
て
潟
瓶
。

と
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
「宗
叡
」
(八
〇
九
-
八
八
四
)
か

「源
仁
」
(八
一
八
―
八
八
七
)
と
な
る
。

三

念
諦
…法

の
検
討

今
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
基
本
に
し
て
、
こ
こ
で
改
め
て

『次
第

法
』

の

「正
念
諦
」
の
処

で
引
用
さ
れ
た
、

「念
諦
法
」
と

『高
雄
口

決
』

の

「念
諦
法
」
と
の
対
比
を
通
じ
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

始
め
に

『次
第
法
』
で
は
、
「念
諦
経
云
」

と
し
て

『金
剛
頂
喩
伽

　　

中

略

出

念

諦

経

』

の

常

に
鷹

に
毎
日

四
時
に
念
諦
す

べ
し
。
謂

く
農
朝

・
日
午

・
黄
昏

・
夜
半

な

り
。
磨

に
四
種

の
数
珠
を
持
し
、

四
種

の
念

諦
を
作
す

べ
し
。

四
種

の
念
諦

を
作

す
と

は
、
謂

ゆ
る
音
聲
念
諦
、

二
に
は
金
剛
念
諦

(
口
を
合

せ
舌

を
動

し
て
、
黙
調
す

る
是
れ
な
り
)

三
に
は
三
摩

地
念
諦
、
心
念
是

れ
な

り
。

四

に
は
真
實
念
諦

に
し

て
字
義

の
如
く
修
行

す
る
是
れ
な
り
。
此

の
四
種

の
念

諦

の
力

に
由

る
が
故
に
、
能
く

一
切

の
罪
障

苦
厄
を
滅

し
て
、

一
切

の
功
徳

　　

を
成
就

す
。

の
文

章

の
中

、

「
四
種

の
念

諦

を

作

す

と

は
」
を

『
次

第

法

』

で

は

「
四

種

の
念

諦

と

は
」

と
示

し

て

以
下

引

用

し

て

い
る

。

次

に

『
次

第

法

』

で

は
、

「秘

蔵

記

云

」

と

し

て
、

五
種

念
諦
と

は
い
わ
ゆ

る
蓮
花
念
諦
、
音
自

ら

の
耳

に
聞

ゆ
な
り
。
金

剛
念

諦
、
小

し
く
舌
端

を
動
ず
。
三
摩
地
念

調
、
舌

を
動
ぜ
ず

心
に
於

て
念
調
す
。
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三
〇

一

凡

そ
心
蓮
華

の
上
に
日
輪
安

ん
ず
。
月
輪

の
上

に
明

に
阿
字
観
を
観
ぜ

よ
。
観

と
諦

と
相
磨
し

て
差

さ
ず
。
生
念

諦
、
心
蓮
花

の
上
に
商

怯
を
安

ん
ず
。
商

怯

と
は
白
貝
な
り
。
商
去

よ
り
妙
音

を
出
づ
。
讐

へ
ば
鈴

を
振

る
が
如
き
な

り
。

光
念
諦
、

口
よ
り
光

明
を
放

つ
。
持
諦

の
み
。
聲
を
出
だ
さ
ず
、

こ
れ

　　

観

を
作

す

の
み
。

と
引

用

し

て

い

る
が

『
秘

蔵

記

』

の
本

文

を

示

す

と
、

五
種

の
念
諦

い
は
ゆ
る
蓮

華
念
諦
、
金
剛
念
諦

、
三
摩
地
念
諦
、
聲
生
念

諦

、
光
明
念
諦

な
り
。
蓮
華

と
は
諦
す
る
音
自
ら

の
耳

に
聞

ゆ
。
金

剛
と
は
、

い
は
く
唇
歯

を
合
し

て
少

し
く
舌
端

を
動
ず

。
三
摩
地
と

は
都

て
舌

を
動
ぜ

ず

、
心

に
於

て
念
諦
す
。
み
な
、

こ
れ
心
蓮
華

の
上

に
月
輪

を
敷

い
て
、

月

輪

の
上

に
明
了

に
阿
字
を
観
ぜ

よ
。
観

と
念

諦
と
相
応
し

て
差
違

せ
ず
。
生

と

は
心
蓮
華

の
上

に
商
怯
を
安
ん
ず
。
〈白

貝
〉
。
商
怯
よ
り
妙
音
聲

を
出
づ
。

讐

へ
ぼ
鈴

を
振

る
が
如
し
。
光
明
念
諦

と
は
口
よ
り
光
明
を
出

だ
す
と
念
想

し

て
持
調

す

る
の
み
。
そ
れ
聲
を
出

だ
す
に
も
出

だ
さ
ざ

る
に
も
、
常

に

ご

　　
　

の
念
を
作
せ
の
み
。

と
説
か
れ
て
い
て
、
『秘
蔵
記
』
の
本
文
と

『次
第
法
』
に
引
用
さ
れ

た

『秘
蔵
記
』
の
文
と
相
違
が
判
明
す
る
。
し
か
も

『秘
蔵
記
』
の
文

を
読
み
直
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り

『秘
蔵
記
』

の
本
文
で
は

「五
種

の
念
諦
」
を
示
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ

「五
種
の
念
諦
」

の
解
説

を
説

い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
『次
第
法
』
で
は

一
つ
に
ま
と
め
て
い

る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
で

『次
第
法
』
で
は
他
の
引
用
文
献

の

「儀
軌
」
は
、

一
部
に
文

の
脱
落
、
読
み
違
え
は
あ
る
も
の
の
、
「儀

軌
」
の
文
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
し
か
し

『秘
蔵
記
』
の
特
に

「五
種

の

念
諦
」
は
読

み
直
し
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
引
用
さ
れ
た

『秘
蔵
記
』

の
原
文
が
こ
の
よ
う
に
な
つ
て

い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は

『
次
第
法
』
の
引
用
文
献
は

「二
」
で
示
し

た
ご
と
く
、
多
く
の

「経
典
儀
軌
」
類
で
あ
り
、
そ
の
中

に
同
等
に

『秘
蔵
記
』
を
扱

つ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に

『
次
第
法
』
で
は

　　

師

日
く

四
種

念
諦

の
中
、
凡
夫

は
金
剛
語

と
な
し
、
最

上
と
す

と
師

の
説

を

示

し

て

い
る

。

「
四
種

念

諦

」

に

つ
い

て

は

、

弘

法

大

師

　　

口
説

、

真

済

記

の

『高

雄

口

決

』

に
佛

子

義

剛

の
條

目

に
依

れ

ぼ

「四

種

念

諦

義

」

が

あ

る
。

次

に

こ

の
本

文

を

掲

げ

る
と

、

念
諦
法

に
約

す

る
に
四
種

あ
り
、

三
に
は
三
摩
地
念
諦
、
二
に
は
蓮
華

念
諦
、

三
に
は
金
剛
念
調

、
四

に
は
音
聲
念
諦
な
り
、

三
摩
地
念

諦

と
言

う
は
、
月

輪
を
自
心
中
に
置
い
て
麟
榔
轟

を
順
逆
に
観
ず
る
な
り
。
蓮
華
念
調
と
言

う
は
、

口
を
動

か
し
音

を
起

し
て
但

し
自

の
耳
に
聞

い
て
他

に
聞

か
し

め
ず

し

て
念
諦

す
る
ぞ
、
金
剛
念
諦

と
は
、
唇

口
を
動

か
さ
ず
ま

た
音
聲

を
出
だ

さ
ず

、
舌

の
端

を
動
か

し
て
念
諦
す

る
な

り
。
音

聲
念
調
と

は
、
音

を
挙
げ

て
長
短
分
明

に
し

て
自
他
倶

に
聞
く

な
り
。
中

に
於

て
蓮
華

金
剛

の
二
念
諦

　　

を
好
と
す
了
。

　　

と
説
か
れ
て
い
て
、
こ
の
相
違
は
す
で
に
拙
稿

に
て
報
告
し
て
あ
る
が
、

特
に

『八
巻
次
第
』
に

『金
剛
頂
喩
伽
中
略
出
念
諦
経
』
の
文
を
掲
げ

　　
　

た
後
、

「師

日
く
と
し
て
四
種
念
諦

の
中
で

「金
剛
語
」
(お
そ
ら
く
金
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三
〇
二

剛
念
諦
)
を
最
上
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

『高
雄
口
決
』
の
四

　　
　

種
念
諦

で
は

「蓮
華
・金
剛
」
の
二
種
の
念
諦
…、

つ
ま
り

「蓮
華
念
諦
」

「金
剛
念
諦
」
を
好
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
W
密
教
系
譜
の
図
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

(38
)

こ
の
系
譜

か
ら
し
て
、
『高
雄
口
決
』
は
大
師

の
十
大
弟
子

の
中
第

一

番
目
の
真

済

(八
〇
〇
1
八
六
〇
)
で
あ
り
、
『八
巻
次
第
』
の

「師

日
」

が
、
前
出

の

『仁
和
寺
諸
院
家
記
』
か
ら
考
え
れ
ぼ
、
「宗
叡
」
か

「源

　　仁
」
と
な
り
、
「源
仁
」
は

「真
済
」
か
ら
み
れ
ば
、
兄
弟
弟
子

の
弟

子
で
あ
り
、
「宗
叡
」
は
兄
弟
弟
子
の
孫
弟
子
に
当
る
わ
け
で
、
「四
種

念
諦
」
は

『高
雄
口
決
』
に
示
さ
れ
た

「蓮
華
金
剛
」
と
な
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

ま
た

『八
巻
次
第
』
と
い
わ
れ
る

『次
第
法
』
の
第
四
の
奥
書

に

は
、永

萬
二
年

(
一
一
六
六
)
二
月
九
日
申
剋
奉
書
了
、

明
和
七
年

(
一
七
七
〇
)
十
月
廿
日
未
剋
令
書
写
{
ぐ
禅
護

と
あ
り
、
永
萬
二
年
以
前

の
伝
承
は
不
詳
で
あ
り
、
『仏
書
解
説
大
辞

典
』
・の

「金
剛
界
八
巻
次
第
」

の
項
目
に
は
、
9
写
本

(石
山
寺
)
と

　タ

あ
る
も
、
『石
山
寺

の
研
究

三
切
経
篇
』
に
は
発
見
出
き
な

い
。

こ
れ

ら
の
こ
と
を
総
合
す
る
と

『八
巻
次
第
』
と
い
わ
れ
る

『次
第
法
』
は
、

「益
信
」
の
著
作
と
す
る
に
は
、
再
度

一
考
を
要
す
る
文
献
と
考
え
る
。

1

『仏
書
解
説
大
辞
典
』
第
三
巻

・
四
四
六
頁

・
A

2

栂
尾
全
集
11

『秘
密
事
相
の
研
究
』
五
四
二
頁

・
八

3

『密
教
大
辞
典
』
全

・
六
六
六
頁

・
中

(五
)

4

『同
』
二
一
七
九
頁

5

『高
野
山
時
報
』
第
二
八
三
六
号
、
平
成
十

一
年
新
春
合
併
特
集
号

一
四

三
頁

6

『密
教
大
辞
典
』
全
二
一
七
九
頁

7

『群
書
類
従
』
第
四
輯

・
補
任
部

・
七
三
五
―
七
三
六
頁

8

『金
剛
頂
経
蓮
華
部
心
念
誦
次
第
法
』
下

・
一
―
一
六
頁
左
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三
〇
三

9

『
同
』
五
―

一
七
頁
左

・
五
―

一
八
頁

右

・
五
―

一
八
頁
左

・
五
―

一
九

頁
右

・
五
―

二

一
頁
左

・
五
―

二
二
頁
右

・
五
―
二
二
頁
左

・
五
―

二
三

頁
右

10

『
同
』
五
―

一
九

頁
左

・
五
―

二
〇

頁
右

・
五
―

二
〇
頁
左

・
五
―

二

一

頁
右

11

『
同
』
五
―
二
六
頁
左

12

『
同
』
五
―

三
三
頁
左

13

『
同
』
五
―
三
五
頁
右

14

『
同
』
七
―

一
七
頁
右

・
七
―

二
七
頁
左

15

『
同
』
七
―
二
七
頁
左

16

『同
』
八
―

一
頁
左

17

『同
』
八
―

一
三
頁
左

18

『同
』
八
―

三
九
頁
左

19

大
正
蔵

一
八

・
二
九
九
頁

20

『金
剛
頂
経
蓮
華
部
心
念
誦

次
第

法
』
上
二
―
八
頁
左

21

大
正
蔵

一
八

漣
三
〇
〇
頁
中

22

大
正
蔵

一
八

・
二
二
六
頁

中

23

『金
剛
頂
経
蓮
華
部

心
念
誦

次
第
法
』
上
二
―
九
頁
右

24

大
正
蔵

三
九

・
八

一
三
頁

上

25

『金
剛
頂
経
蓮
華
部

心
念

誦
次
第
法
』
上
二
―
九
頁
右
―
十
頁
左

26

『密
教
大
辞
典
』
全

・
付

録

四
頁

27

『群
書
類
従
』
第

四
輯

・
補
任
部

・
七
三
五
頁

28

大
正
蔵

一
八

・
二
四
八
頁
上
―
中

29

『金

剛
頂
経
蓮
華
部

心
念
誦
次
第
法
』
下
八
―

一
二
頁
右

30

『
同
』
八
―

一
二
頁

左

31

弘
法
大
師
全
集
第

二
輯
三
八
頁

32

『
金
剛
頂
経
蓮
華
部

心
念
誦
次
第
法
』
下
八
―

一
二
頁
左

33

『密
教
大
辞
典
』
全

一
五
五
〇
頁
下

・
『
日
本
大
蔵
経
』

第
八
五
巻
真
言

宗
事
相
章
疏

二

・
『仏
書
解
説
大
辞
典
』
第
七
巻

・
五

一
八
頁
A
等
に

『
金

剛
界
曼
茶
羅
次
第
法
』

の
経
典
名

に
て
表
わ
し

て
い
る
。

34

『弘
法
大
師
諸
弟
子
全
集
』
巻
中

・
二
四
五
頁
―

二
四
六
頁

35

『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
通
巻
第
九
十

四
号

・
六

二
六
頁
下

36

『金
剛
頂
経
蓮
華
部
心
念
誦
次
第
法
』
下
八
―

一
二
頁

左

37

『弘
法
大
師
諸
弟
子
全
集
』
巻
中

・
二
四
六
頁

38

『密
教
辞
典
』
全

・
付
録

三
二
五
頁

39

沙
門
安
然

記

の

『
金
剛
界
大
法
封
受
記
』
第
八

・
大
正
蔵
七
十

五

・
一

九

四
頁
中
―
下

「源
仁
阿
閣
梨
云
。
有
二
容
僧
正
所
傅

一。
四
種

念
誦
此
有
二

二
説

一。

一
云
。
聲
念
誦
法
。
蓮
華
念
誦
法
。
金
剛
語
念
誦
法
。
三
摩
地
念

誦
法
。
二
云
。
金
剛
念
誦
。
蓮
華
念
誦
。
三
摩
地
念
誦
。
真
實
念
誦
云
云
」

と
あ

る
が
、
『金
剛
頂
経
蓮
華
部
心
念
誦
次
第
法
』
下

に
引
用
さ
れ

て
い
る

『
四
種
念
誦
』
と
も
相
違
あ
り
。

40

『石
山
寺

の
研
究
―

一
切
経
篇
』
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十

一
日
、
発
行

所
法
蔵
館
。

〈キ
ー

ワ
ー
ド
〉

円
城
寺
八
巻
次
第
、
益
信
、
高
雄

口
決(大

正
大
学
講
師
)
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